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（論文審査の要旨） 
 
 救命センターにおける主たる目的は‘防ぎえる外傷死（preventable trauma death）’を未然に
防ぐ事である。今回、日本外傷診療機構（JTCR）の日本外傷データバンク JTDB に、2007 年から
2011 年までの 5 年間に全国の登録された救命救急センターに搬送され治療を受けた 79,576 症例中
の交通外傷症例 30,518 例のうち、現場 RTS（Revised Trauma Score） が正常で ISS（Injury Severity 
Score）による最終的な解剖学的損傷が軽症にもかかわらず、病院到着時にはその悪化を認めた症
例の分析を行った。現場 RTS が正常で、ISS≦15 の症例は 6.685 例であり、これらのうち 2 点以上
の悪化が認められたのは 40 例（0.6％）であった。これら症例ではその特徴を把握することが病
院前における急変症例を見つけ出す意味で重要であり、病院までの応急処置では、止血処置や骨
折部の安定化による出血の制御が特に重要であった。 また第 3 の搬送基準である受傷機転の項目
は、軽症外傷症例の三次施設搬送例を増やす結果につながっていることが確認された。本論文は、
救急救命センター搬送の外傷症例の受傷機転による搬送基準の改正、初療後の二次医療機関への
早期転送の確立の重要性にも言及しており、学術的に価値があり、学位論文に値すると判定した。 
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